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山 陽 同 窓 会 会 報

20222022年度年度    山陽同窓大会山陽同窓大会ののお知らせお知らせ
≪山陽高校創立 115 周年記念≫≪山陽高校創立 115 周年記念≫

日　　時日　　時：：2022 年 7 月 23 日（土）17 時 30 分～2022 年 7 月 23 日（土）17 時 30 分～
会　　場会　　場：リーガロイヤルホテル広島　 TEL 082：リーガロイヤルホテル広島　 TEL 082－－502502－－11211121
会　　費会　　費：2019 年以前の卒業生   男性 7,000円  女性 3,000円　2020 年以降の卒業生男女共 無料：2019 年以前の卒業生   男性 7,000円  女性 3,000円　2020 年以降の卒業生男女共 無料
イベント内容イベント内容：漫画家 田中 宏 様のトークショー：漫画家 田中 宏 様のトークショー
                   歌手 野々風様の歌唱を企画しています。                   歌手 野々風様の歌唱を企画しています。
申込締切日申込締切日：：2022 年 6 月 20 日（ 月 ）まで2022 年 6 月 20 日（ 月 ）まで　　
お問合せ先お問合せ先：山陽同窓会事務局：山陽同窓会事務局
　　　　　　　　〒 733-8551〒 733-8551 広島市西区観音新町 4広島市西区観音新町 4－－1212－－55
　　　　TEL：082　　　　TEL：082 －－ 232232 －－ 9156  9156  
　　　　FAX：082　　　　FAX：082 －－ 232232 －－ 24972497
　　　　E-mail：dousoukai@sanyo.ed.jp　　　　E-mail：dousoukai@sanyo.ed.jp
大会実行委員長  鈴木 孝幸（S59）／副委員長  野﨑政憲（S40）・濱岡公司治（S47）・宮崎誠克（S62）大会実行委員長  鈴木 孝幸（S59）／副委員長  野﨑政憲（S40）・濱岡公司治（S47）・宮崎誠克（S62）

山陽高等学校同窓会
Facebook

山陽高等学校同窓会
ホームページ



山陽同窓会

（昭和 36 年  普通科卒）

（昭和 35 年  普通科卒）

会　長　菅　　　雅　則

学校法人  広島山陽学園
理事長　市　原　則　之

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
同

窓
会
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
ご
支

援
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
は
同
窓
会
役
員
改
選
２
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
13
年
間
の
長
き
に
渡
り
務
め
ら
れ

数
々
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
城
戸
会
長
よ

り
同
窓
会
会
長
を
引
き
継
ぎ
新
役
員
各
位
に
、

ご
協
力
し
て
頂
き
同
窓
会
事
業
を
計
画
通
り

遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
組
織
は
、
山
陽
同
窓
会
理
念
『
母
校
に

誇
り
を
持
っ
た
同
窓
生
の
輪
を
広
げ
、
社
会

に
貢
献
す
る
魅
力
的
な
同
窓
会
と
し
て
、
広

く
社
会
に
知
ら
し
め
る
』
を
掲
げ
、
先
ず
は

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
３
密
を
避
け
、
メ
ー

ル
、
ラ
イ
ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
よ
る

情
報
発
信
、
新
聞
広
告
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
使
用
し
て
、
役
員
各
位
及

び
同
窓
会
員
へ
の
情
報
共
有
を
図
り
進
め
て

お
り
ま
す
。
同
窓
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
感
染
問

題
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
ヶ
年
計
画

の
『
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
推
進
募
金
結
果
』
を

山
陽
同
窓
会
報
31
号
で
掲
載
し
、
７
月
17
日

に
『
顕
彰
者
の
贈
呈
式
』
を
同
窓
大
会
の
代

替
え
事
業
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
で
創
設
１
１
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
校

は
、
１
９
０
７
年
に
宝
町
の
地
に
於
い
て
は

中
学
校
を
創
設
し
、
１
９
４
８
年
に
学
制
改

革
に
よ
っ
て
高
等
学
校
普
通
科
、
商
業
科
に

改
め
、
そ
の
基
盤
を
築
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

１
９
６
０
年
に
は
工
業
科
を
設
立
１
９
６
６

年
に
全
課
程
を
観
音
に
移
転
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
会
員
数
は
３
万

人
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
『
山
陽
高
校
創
立
１
１
５
周
年
記

念
事
業
』
と
し
て
34
年
ぶ
り
に
『
山
陽
同
窓

会
名
簿
』
を
㈱
サ
ラ
ト
様
と
委
託
契
約
を
し

て
作
成
中
で
す
。

　

同
窓
会
存
続
の
為
に
は
定
期
的
な
名
簿
作

成
事
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨
、
今
一
度

ご
理
解
を
賜
り
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
＆
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
で
急
変
す
る
社
会
生
活
環
境
に
対
応
す
る

た
め
に
は
な
お
一
層
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
、
経

費
の
大
部
分
を
占
め
る
冊
子
印
刷
代
及
び
そ

の
通
信
費
を
削
減
し
な
い
と
運
営
維
持
が
困

難
な
状
況
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
不
慣
れ
な
方
、
ご

使
用
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
深
い
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
学
園
は
２
０
１
６
年
市
原
理
事
長
就

任
以
来Sanyo D

ream

『
夢
が
私
を
強
く
す

る
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ハ
ー
ド
面
で

は
素
晴
ら
し
い
施
設
の
拡
充
、
ソ
ス
ト
面
で

は
多
彩
な
分
野
の
挑
戦
を
果
敢
に
実
施
、
実

績
を
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓

会
は
尚
一
層
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。

　

お
わ
り
に
２
０
２
３
年
度
に
は
『
次
期
役

員
育
成
・
継
承
』
を
目
標
と
し
て
伝
統
あ
る

山
陽
同
窓
会
を
構
築
す
る
所
存
で
す
の
で
何

卒
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
大
会
が
遺
し
た
も
の

　

同
窓
生
各
位
に
は
、
平
素
よ
り
母
校
・
山
陽
学
園

に
対
し
、
格
別
な
ご
高
配
と
多
大
な
る
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
当

会
報
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
多
数

の
新
入
生
が
入
学
し
、
同
窓
の
仲
間
入
り
を
し
て
く

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
感
染
防
止
に
努
め
、
コ
ロ
ナ

と
共
存
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、
保
護
者
の
ご

理
解
も
い
た
だ
き
、
学
校
行
事
を
滞
り
な
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
位
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
記

念
す
べ
き
年
で
し
た
。

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
の
是
非
の
論
議
が
白
熱

し
ま
し
た
が
、
競
技
団
体
関
係
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は

難
局
を
克
服
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
、
人
と
の
交

流
を
深
め
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
を
醸
成
し
、
さ
ら
に

は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
が
人
々
に
夢
と
希
望

を
与
え
る
。
こ
の
窮
状
時
こ
そ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

力
が
必
要
だ
と
の
強
い
信
念
の
も
と
に
大
会
開
催
を

後
押
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
は
、
日
本
選
手
団
が
ス

ポ
ー
ツ
の
底
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
総
メ
ダ
ル

数
58
個
（
う
ち
金
メ
ダ
ル
27
個
）
を
獲
得
し
、
世
界

第
３
位
に
食
い
込
む
好
成
績
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
史

に
さ
ん
然
と
輝
く
記
録
を
残
し
、多
く
の
国
民
に「
夢

と
希
望
」
を
与
え
ま
し
た
。
か
た
や
多
様
性
が
重

視
さ
れ
る
大
会
と
な
っ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で

は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ヴ
ィ

ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
が
障
が
い
者
に
遺
し
た
究
極

の
箴
言（
し
ん
げ
ん
）「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、

残
っ
た
も
の
を
最
大
限
に
生
か
せ
」
の
言
葉
を
ア
ス

リ
ー
ト
が
実
直
に
実
践
し
、
多
く
の
人
々
に
「
深
い

感
動
と
生
き
る
力
」
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
会
運
営
を
支
え
た
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
は
、
参
加
各
国
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
競

技
関
係
者
の
高
い
評
価
を
得
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

日
本
で
し
か
、
な
し
え
な
か
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

日
本
だ
か
ら
成
功
し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
と
称
賛

さ
れ
、
大
会
期
間
中
か
ら
終
了
ま
で
、
多
く
の
感

謝
の
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
を
は
じ
め
、
治
安
の
よ
さ
、
分
秒
た
が

わ
ぬ
交
通
シ
ス
テ
ム
、
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
ほ

か
、
勤
勉
実
直
で
奉
仕
精
神
の
豊
か
な
日
本
の
国
民

性
が
随
所
に
発
揮
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
先
人
が
築
き
、
培
っ
て
き
た
日
本
の
す
ば
ら
し

い
礼
節
文
化
が
、
世
紀
の
国
際
舞
台
で
世
界
の
人
々

か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

山
陽
高
校
で
は
昨
年
11
月
の
文
化
祭
で
、
生
徒

会
の
和
泉
太
陽
会
長
が
中
心
と
な
っ
て
、
実
に
タ
イ

ム
リ
ー
な
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
学
び
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
東
京

オ
リ
・
パ
ラ
大
会
を
通
じ
、
秩
序
、
礼
儀
、
我
慢
、

助
け
合
い
な
ど
日
本
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
的
な
礼
節

文
化
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
窓
生
各
位
に
は
、
こ
の
向
上
心
豊
か
で
、
日
々

成
長
す
る
後
輩
生
徒
の
活
動
に
引
き
続
き
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染
は
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
同
窓
生

各
位
の
ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

山陽同窓会会報 2



山陽同窓会存続のために定期的な名簿作成事業が必要不可欠である旨をご理解頂き
創立 115 周年記念事業として 34年ぶりに個人情報保護法の観点から名簿作成専門会社
㈱サラト様と提携して刊行いたします。伝統ある母校山陽から多くの卒業生を輩出して
活躍されています。どうか宜しくご支援、ご協力をお願い致します。
1.　名簿頒価　￥4,500 円 / 冊（送料・消費税・振込手数料を含む）要予約
2.　広告単価・名簿作成賛助金等
　　・カラー 1頁 220,000 円　・カラー 1/2 頁 140,000 円　・モノクロ 1頁 88,000 円
　　・モノクロ 1/2 頁 55,000 円　・モノクロ 1/4 頁 33,000 円　・名刺広告 20,000 円
　　・名簿作成賛助金 1口 10,000 円
3.　収録者 /同窓生約 38,000 名　規格 /A 判約 450 頁
4.　広告や名簿作成賛助金の協賛者が卒業生の場合は名簿１冊を進呈致します。
5.　賛助金協賛者はご芳名が巻末に掲載されます。
6.　お送りしている名簿確認ハガキにて掲載内容をご確認の上、ご返信をお願い申し上げます。

広島山陽学園  山陽高等学校
校　長　今　川　孝　徳

　

山
陽
高
等
学
校
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、平
素

よ
り
本
校
教
育
活
動
に
対
し
、格
別
の
ご
支
援

を
賜
り
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
第
４
・
第
５
波
に
よ
り
、度
重
な
る「
緊
急
事
態

宣
言
」が
発
令
さ
れ
、学
校
は「
学
び
の
形
」を
変

え
な
が
ら
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。感
染
拡
大

防
止
と
感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
を
最
重
要
視
し
な

が
ら
も
、「
学
び
の
時
間
」を
前
に
進
め
る
た
め
、

時
間
短
縮
で
の
実
施
や
学
年
別
分
散
登
校
、さ

ら
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
組
み
合
わ
せ
た
形

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

十
月
に
入
り
、感
染
状
況
も
落
ち
着
き
を
見

せ
、学
校
行
事
の「
文
化
祭
」に
も
取
り
組
め
る

よ
う
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。一
般
公
開
ま
で

に
は
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、授
業
等
で
取

り
組
ん
だ
作
品
の
校
内
展
示
や
ラ
イ
ブ
で
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
祭
の
テ
ー
マ
は「
青
天
白
日
」（
せ
い
て
ん
は

く
じ
つ
）、サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て「
雲
の
上
は
青

空
、最
大
限
の
可
能
性
を
求
め
て
一
致
団
結
」と

い
う
言
葉
を
生
徒
会
が
掲
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

青
天
白
日
と
は
、「
晴
れ
わ
た
っ
た
空
に
、太
陽

が
輝
い
て
い
る
と
言
う
事
」・
・
・

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、「
長
く
続
く
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
ど
ん
よ
り
と
し
た
心
の
雲
を
払
い
の
け
、様
々

な
制
限
・
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、晴
々
と
し
た
気

持
ち
で
精
一
杯
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る
文
化

祭
に
し
た
い
」と
い
う
生
徒
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。言
葉
通
り
生
徒
た
ち

は
、ひ
と
り
一
人
が
意
欲
的
に
取
組
み
、素
晴
ら

し
い
文
化
祭
を
創
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。あ

ら
た
め
て
、学
校
行
事
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、「
あ
た
り
ま
え
の
活
動
」が
で
き
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
た
心
に
残
る
行
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、そ
の
よ
う
な
中
で
、こ
れ
ま
で
同
窓
生

の
皆
様
に
は
、「
山
陽
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
」の
募
金

協
力
を
い
た
だ
き
、新
体
育
館
を
は
じ
め
と
す
る

施
設
や
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。令
和
２
年
度
末
に
は
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
４
面
と
陸
上
競
技
用
の
跳
躍
レ
ー
ン
が

完
成
し
、現
在
、授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
フ
ル
活

用
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、令
和
３
年
度
十
一

月
に
は「
憩
い
の
学
び
舎
構
想
」の
第
一
弾
と
し

て
、一
号
館
に
生
徒
手
作
り
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の

中
庭
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。日
々
の
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
丁
寧
に
取
組
み
、学
校
の
新
し
い

空
間
を
創
り
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。同
窓
生
の

方
々
に
は
資
材
等
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
場
所

が
生
徒
ひ
と
り
一
人
の
和
や
か
な
交
流
の
場
と

な
る
よ
う
大
事
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
動
向
は
新
た
な
変
異
株
の
出
現
な

ど
、ま
だ
ま
だ
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、学
校
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
、「
基
本
的
感
染
予
防
対
策
」の

実
践
を
継
続
し
、次
の
波
へ
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
、備
え
を
し
て
、生
徒
と
と
も
に「
今
の
学
び
」

を
止
め
る
こ
と
な
く
前
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
生
徒
た
ち
へ

の
温
か
い
ご
支
援
と「
新
・
山
陽
ド
リ
ー
ム
構
想
」

の
実
現
の
た
め
に
、さ
ら
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山陽高校創立山陽高校創立115115周年記念事業周年記念事業

山陽同窓会名簿刊行
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２０２2２０２2年度（令和4年度）年度（令和4年度）山陽同窓会 指針山陽同窓会 指針  
山陽同窓会理念

『母校に誇りを持った同窓生の輪を広げ、社会に貢献する魅力的な同窓会として、ひろく社会に知らしめる』

山陽同窓会目的
『会員相互の親睦を図り母校の発展に寄与すること』

山陽同窓会会長方針
『温故知新・融和・尊敬を重んじた同窓会運営を行う』

山陽同窓会 3ヵ年目標
　　　　　　　　1.　2021 年度（令和 3 年度）役員との ICT 構築とホームページの作成
　　　　　　　　2.　2022 年度（令和 4 年度）創立 115 周年記念事業『山陽同窓会名簿の作成』
　　　　　　　　3.　2023 年度（令和 5 年度）次世代の為の後継者の発掘と育成、継承をする

　　《その為の役員選考基準》
　　　　　　　　　　　　　①社会環境の変化に即した順応な人材の育成（IT 関係保持）
　　　　　　　　　　　　　②夢を抱き創造的な発想が出来る人材育成
　　　　　　　　　　　　　③母校愛・愛校心の持てる組織を創造する人材育成

山陽同窓会役員行動規範
　　　　　　　　　　　　　　　　1.　報連相の徹底
　　　　　　　　　　　　　　　　2.　責任を持ってミッションを成し遂げる
　　　　　　　　　　　　　　　　3.　利他の心と協調性の融合

業務監査 熊本 健
会計監査 程川 道彦

1 会 長

2 副会長

3 副会長

4 副会長

5 幹事長

6 副幹事長

7 常任幹事

8 常任幹事

9 常任幹事

10 常任幹事

11 常任幹事

12 常任幹事

13 事務局長

事務局員 井原 瑞穂

春正 野上長員委
憲政 﨑野長員委副

宮本 隆三 （総括・同窓会名簿作成管掌）

田河内 伸平（広報担当）

山陽クラブ委員会

池田 剛  （総務・財政担当）

竹内 誠嗣 （総括事務）

鈴木 孝幸   (事業担当）

岡田 和也 （企画担当）

川上 翔一郎（事業担当補佐）  ≪新任≫

鈴木 孝幸
濱岡 公治

野﨑 政憲 （会長補佐・クラブOB・OG会設立担当）

上野 正春 （生徒支援担当）

役 員 会

代議員会

会 長 菅 雅則

菅  雅則 （全般）

濱岡 公治 （会長補佐・役員候補選考担当）

調子 彰  （幹事長補佐）

宮崎 誠克 （会長補佐・役員選考担当）

監事

        山 陽 同 窓 大 会 報 告

長員委
長員委副

山陽同窓大会実行委員会

 ※ 新年度の事業計画、収支予算書、其の他の役員名簿、年間スケジュール表等は紙面上都合で割愛させていただきましたので
   悪しからず御了承くださり、新設いたしました山陽同窓会ホームページを見てくださいませ。

２０２2２０２2年度（令和4年度）年度（令和4年度）山陽同窓会 組織図山陽同窓会 組織図＆＆役員名簿役員名簿
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3/1　卒業式　今川校長

3/1　卒業式　菅会長3/1　卒業式　市原理事長

4/6　入学式　市原理事長 4/6　入学式　今川校長

2/28　同窓会入会式　菅会長

電
　
　
報

◎
旭
日
双
光
章
受
章

　
　
武
鑓　
守

◎
衆
議
院
議
員
当
選

　
　
畦
元　
将
吾

◎
江
田
島
市
議
会
議
員
当
選

　
　
吉
野　
伸
康

会
費
納
入
者

Ｒ
3
・
４
月
～
Ｒ
4
・
３
月

終
身
会
費
納
入
者

終
身
会
費
納
入
者

◎
旧
制
中
学

昭
21　
船
越　
聖
示

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
35　
上
野　
英
治

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
38　
寄
重　
昌
司

昭
38　
谷　
　
浩
二

昭
40　
木
坂　
博
美

昭
41　
西
原　
　
廣

昭
42　
鍛
冶
谷
裕
人

昭
42　
三
谷　
義
治

昭
42　
青
山　
茂
夫

昭
42　
常
本　
　
明

昭
44　
蔵
原　
和
夫

昭
45　
尾
﨑　
節
夫

昭
46　
森
広　
　
均

昭
49　
薙
野　
　
透

昭
49　
近
江　
邦
夫

昭
57　
松
本　
　
昇

昭
59　
山
田　
心
平

昭
60　
久
保　
暢
生

昭
61　
井
木　
浩
一

平
5　
藤
田　
　
研

平
5　
吉
岡　
泰
志

平
9　
田
村　
誓
則

平
17　
川
上
翔
一
郎

平
22　
西
本
晃
一
郎

平
22　
上
野　
正
寛

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
27　
休
場　
美
隆

昭
34　
吉
岡　
征
生

昭
48　
井
手
川　
学

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
41　
山
田　
政
則

昭
41　
甲
田　
雅
己

昭
48　
藤
井　
幸
夫

◎
全
日
制
・
電
気
科

昭
49　
中
本　
　
力

年
会
費
か
ら

年
会
費
か
ら

終
身
会
費
に
な
ら
れ
た
方

終
身
会
費
に
な
ら
れ
た
方

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
43　
西
谷　
英
信

平
12　
田
代　
大
督

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
33　
後
河
内　
進

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
41　
松
田　
吉
生

年
会
費
納
入
者

年
会
費
納
入
者

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
46　
矢
野　
龍
男

お
悔
や
み

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

ＲＲ
33･･

44
月
～
Ｒ

月
～
Ｒ
44･･

３
月
末

３
月
末

◎
旧
制
中
学

昭
３　
太
田　
重
臣

昭
３　
田
原　
直
章

昭
4　
川
尻　
　
清

昭
8　
岡
田　
八
郎

昭
13　
谷
口　
達
人

昭
16　
橋
本　
正
義

昭
17　
斉
藤　
嘉
昌

昭
18　
原
田　
　
等

昭
20　
伊
藤　
佑
二

昭
20　
北
野　
正
市

昭
20　
紺
家　
孝
雄

昭
20　
大
和
喜
久
男

昭
20　
亀
川　
三
郎

昭
20　
二
井
田　
武

昭
20　
坂
戸　
成
幸

昭
20　
今
藤　
正
行

昭
20　
松
岡　
　
進

昭
20　
向
井　
盛
雄

昭
21　
小
林　
正
信

昭
22　
末
田　
俊
雄

◎
第
一
商
業

昭
16　
鳥
越　
秋
夫

昭
17　
藤
本
喜
代
三

昭
18　
田
坂　
俊
郎

昭
18　
丸
山　
昌
弘

昭
19　
西
原　
昭
治

昭
20　
沢　
　
　
守

昭
21　
上
原
田
寅
夫

昭
21　
久
保
本
秀
司

昭
21　
壱
貫
田　
誠

昭
23　
岩
下　
和
男

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
26　
村
武　
清
成

昭
28　
吉
田　
　
勝

昭
31　
小
石　
　
勉

昭
32　
内
藤　
俊
彦

昭
32　
松
本　
正
彦

◎
定
時
制
・
商
業
科

昭
30　
山
下　
　
稔

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
29　
皿
海　
博
之

昭
31　
半
田　
孝
治

昭
31　
光
野　
国
義

昭
33　
田
中　
誠
二

昭
34　
平
野　
憲
孝

昭
35　
浜
本
伸
一
郎

昭
36　
塩
本
千
榮
造

昭
38　
佐
藤　
　
誠

昭
38　
矢
野　
正
明

昭
39　
竹
林
地
一
誠

昭
41　
境　
　
浩
善

昭
41　
瀬
戸
升
和
徳

昭
48　
枝
松　
達
哉

昭
49　
竹
内　
研
二

昭
51　
山
根　
　
秀

昭
53　
峠
本　
真
治

昭
61　
高
橋　
俊
彰

平
3　
三
角
五
十
六

平
13　
天
野　
敏
宏

◎
全
日
制
・
商
業
科

昭
24　
小
泓　
　
博

昭
27　
長
村　
浩
二

昭
29　
荒
井　
　
誼

昭
29　
桑
原　
　
来

昭
29　
田
中　
武
治

昭
35　
川
崎　
往
洋

昭
41　
石
原　
憲
治

昭
41　
西
村　
　
弘

昭
42　
上
岡　
泰
則

昭
43　
森
本　
　
進

昭
57　
日
浦　
竜
美

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
38　
寄
田　
　
健

昭
39　
迫
田　
正
也

昭
40　
新
堀　
公
直

昭
43　
新
堀　
博
之

昭
61　
石
田　
　
崇

◎
全
日
制
・
電
気
科

昭
42　
藤
井　
健
治

会
費
の
納
入

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
の
納
入

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
ご
ざ
い
ま
す

3/1　卒業式 3/1　卒業式
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
２
０
２
２
年
に
な
っ
て
も
一
向
に

沈
静
化
の
兆
し
が
な
く
社
会
や
経
済
、
生
活
ま

で
、
全
く
予
想
も
し
な
い
環
境
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
で
知
恵
を
絞
っ
て
、
こ
の
環
境
に
対

応
す
べ
く
適
応
能
力
を
早
急
に
構
築
し
な
い
と

生
活
で
き
な
い
現
状
が
す
ぐ
目
の
前
に
来
て
い

ま
す
。

　

同
窓
会
運
営
も
、
こ
の
環
境
を
察
知
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
て
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
同
窓

生
に
学
園
の
様
子
や
生
徒
の
活
躍
、
同
窓
会
の

運
営
内
容
を
少
し
で
も
知
っ
て
頂
く
た
め
に
従

来
通
り
山
陽
同
窓
会
会
報
『
さ
ん
よ
う
32
号
』

を
作
成
し
て
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
会
報

発
送
は
経
費
削
減
の
為
中
止
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
容
赦
と
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発　行

山 陽 同 窓 会
〒 733-8551 広島市西区観音新町 4-12-5
　　　　　　　山陽高校内 同窓会事務局

TEL 082-232-9156
FAX 082-232-2497

E-mail dousoukai@sanyo.ed.jp
  https://dousoukai.site/sanyo/

　広島山陽学園山陽高等学校同窓会の Facebook ページが誕生しました。これから開催される
高校や同窓会の行事などの案内や近況などいろいろな情報を載せていきます。
　ぜひ「いいね」を押して、山陽高校同窓会 の情報をゲットしましょう！！

1. 同窓会の運営指針・組織図・役員名簿・
委員会名簿・事業計画等すべての同窓会の
実態がタイムリーに更新して同窓生の皆様
にお届けいたします。
2. 山陽高校の近況をお知らせいたします。
3.TOPICS では活動状況が閲覧できます。
4. 学校及び各クラブ OB・OG 会のホーム
ページにリンクしていますので是非ともご覧
ください。
URL：https://dousoukai.site/sanyo/

広島山陽学園山陽高等学校の Facebook の                　を押そう‼いいね！

山陽同窓会ホームページ開設
　すべての同窓会の情報はホームページで発信いたします≫
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